
○
新
入
会
員
歓
迎
会
（
五
月
一
千
八
日
於
枳
殻
邸
）

今
年
度
は
新
入
会
員
と
し
て
文
学
部
四
十
七

名
、
大
学
院
十
三
名
を
迎
え
、
正
会
員
、
特

別
会
員
の
総
計
は
百
七
十
一
名
と
な
っ
た
。

出
席
者
佐
灸
木
現
順
会
長
ほ
か
教
職
員
、

学
生
多
数
。

○
研
究
発
表
会
（
九
月
十
八
日
）

一
、
「
ウ
パ
ー
サ
カ
ジ
ャ
ナ
ー
ラ
ン
カ
ー
ラ

に
つ
い
て
」
吉
元
信
行
氏

一
、
「
南
北
朝
時
代
の
伽
教
学
」
横
超
慧
日
教
授

出
席
者
佐
灸
木
現
順
会
長
ほ
か
教
職
員
、

学
生
五
十
余
名

○
会
員
出
版
書
目

佐
女
木
現
順
教
授
「
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
」

（
昭
和
四
十
四
年
安
居
講
本
、
七
月
刊
、
東
本

願
寺
出
版
部
）

学
会
彙
報
（
昭
和
四
十
四
年
四
月
以
降
）

〆
、
ｄ
ｇ
Ｖ
ノ
、
“
日
▼
，
ｆ
△
４
７
、
ｒ
Ａ
Ｆ
Ｐ
、
ｆ
４
時
Ｉ
〃
、
鼻
凹
Ｆ
Ｊ
Ｌ
▲
■
Ｆ
〃
ｂ
出
堺
イ
リ
乢
込
０
Ｆ
、
で
△
■
▼
ろ
ｒ
▲
一
■

○
九
月
十
八
日
研
究
発
表
要
旨

「
ご
固
爵
ｐ
庶
塁
ｐ
ｐ
巴
四
己
国
国
に
つ
い
て
」

吉
元
信
行

ご
忌
協
冨
茜
口
巴
目
冨
国
は
、
十
二
世
紀
頃

セ
イ
ロ
ン
で
シ
］
国
口
目
と
い
う
論
師
が
、
セ

イ
ロ
ン
上
座
部
巨
昌
芽
冒
胃
ゅ
に
お
け
る
在

家
佛
教
に
つ
い
て
著
わ
し
た
綱
要
害
で
あ
る
。

本
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
桜
部
建
助
教
授
に

よ
っ
て
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
四
号
に
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
目
胃
］
○
口
目
昌
旦

園
○
国
己
少
、
旨
は
。
⑱
○
○
旨
辱
ゞ
忌
急
》
唖
壼
己
］
別

に
は
厨
園
．
ｚ
ｃ
自
国
口
に
よ
っ
て
特
に
の
風
‐

は
。
巴
な
書
評
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は

国
．
普
目
冨
武
い
の
浄
が
実
に
厳
密
な
冒
茸
○
‐

目
。
陣
○
国
と
校
訂
を
な
し
、
岳
囲
年
閃
○
日
Ｐ
ロ
‐

ｍ
ｏ
昌
冒
と
し
て
は
始
め
て
公
に
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
書
評
は
、
そ
う
い
う
完
壁
な
旨
‐

禽
○
目
Ｏ
は
○
国
と
校
訂
の
中
に
さ
え
、
重
要
な

る
誤
り
と
問
題
点
を
二
三
見
出
し
て
い
る
。
我

だ
が
本
書
を
研
究
す
る
上
に
お
い
て
、
こ
の
書

評
の
役
割
り
は
重
要
な
も
の
と
な
ろ
う
。

ロ
圃
笛
冨
茜
口
巴
目
圃
国
は
優
婆
塞
衆
荘
厳

と
で
も
訳
す
毒
へ
き
か
、
優
婆
塞
達
が
自
身
を
荘

厳
す
る
こ
と
、
或
は
、
優
婆
塞
優
婆
夷
の
衆

が
僧
伽
を
飾
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
論
の
最
初

に
造
論
の
意
趣
が
偶
で
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
こ

で
は
ご
宅
闘
昏
戸
巴
Ｐ
ご
弄
肖
四
口
四
と
い
う
言
葉
が

三
度
も
使
わ
れ
て
い
る
。
又
、
ビ
ル
マ
版
で
は

本
論
は
己
冨
“
鳥
巴
：
冨
国
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
本
論
の
名
前
は
ご
凰
困
圃
置
‐

房
四
国
ロ
四
と
し
た
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

次
に
散
文
に
よ
っ
て
、
本
論
は
佛
説
で
あ
り
、

経
蔵
に
お
け
る
小
部
に
属
す
る
と
、
本
論
の
位

置
が
示
さ
れ
、
三
帰
依
に
よ
っ
て
優
婆
塞
が
存

在
す
る
と
し
て
、
在
家
佛
教
に
お
け
る
三
帰
依

の
意
義
が
説
き
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
帰
依
は
帰
依
経
に
説
か
れ
た
も
の
で
、
経

の
種
々
の
利
益
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
誰
に
よ
っ

て
、
ど
こ
で
、
い
つ
、
何
故
に
説
示
さ
れ
た
か

と
い
う
こ
と
が
論
究
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
三
帰

依
と
い
う
業
の
実
践
的
あ
り
方
と
色
ん
な
面
か

ら
の
差
別
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
信
と
六
随
念

を
解
説
し
已
っ
て
第
二
早
が
終
了
し
て
い
る
。

第
二
章
の
始
め
に
あ
る
文
章
に
よ
っ
て
、
第

一
章
は
本
論
の
序
文
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
つ
ま
り
、
第
一
章
は
在
家
佛
教
の
入
門

で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
義
を
持
つ

こ
と
に
な
る
。
南
伝
佛
教
に
於
け
る
在
家
佛
教

は
そ
の
究
極
の
目
的
は
出
家
に
あ
る
。
そ
の
様

な
二
流
的
存
在
で
あ
る
在
家
佛
教
の
た
め
に
、

こ
の
様
に
大
部
な
完
壁
な
綱
要
吾
が
出
た
と
い

う
こ
と
は
、
固
定
化
さ
れ
た
出
家
佛
教
を
刷
新

す
る
と
い
う
大
き
な
意
義
を
示
す
も
の
で
あ
る

語
（
ノ
。
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